
23

19
Ｃ
末
。
帝
政
ロ
シ
ア
が
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク

ま
で
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
を
延
ば
す
た
め
、
清し

ん

朝ち
ょ
う

か

ら
鉄
道
敷
設
権
を
得
た
。
ハ
ル
ビ
ン
は
、
満
州

北
部
を
東
西
に
貫
く
東と

う

清し
ん

鉄
道
本
線
と
、
南
の

大だ
い

連れ
ん

に
向
か
う
支
線
の
分
岐
点
に
あ
っ
た
。
ハ

ル
ビ
ン
は
ロ
シ
ア
人
が
作
っ
た
街
。
ロ
シ
ア
人

と
い
っ
て
も
帝
国
内
に
い
る
者
の
総
称
で
あ
り
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
・
ユ
ダ
ヤ
人

等
も
多
か
っ
た
。
そ
こ
に
日
本
人
・
漢か

ん

人じ
ん

・
朝

鮮
人
ら
が
集
い
国
際
都
市
に
な
る
。

　

１
９
０
８
年
。
娯
楽
の
た
め
ロ
シ
ア
人
が
中

心
と
な
り
「
東
清
鉄
道
交
響
楽
団
」
が
創
立
さ

れ
た
。
ロ
シ
ア
革
命
時
に
は
、
赤せ

き

化か

を
嫌
う
帝

政
派
の
白
系
ロ
シ
ア
人
が
多
数
逃
げ
こ
ん
で
き

た
。
日
本
へ
の
亡
命
者
も
い
た
。
巨
人
の
エ
ー

ス
、
ス
タ
ル
ヒ
ン
。
神
戸
で
高
級
洋
菓
子
店
を

創
っ
た
モ
ロ
ゾ
フ
。
横
綱
大た

い

鵬ほ
う

の
父
ら
。

　

白
系
ロ
シ
ア
人
が
ハ
ル
ビ
ン
の
主
流
に
な
っ

た
。
社
会
的
地
位
の
高
い
者
が
多
く
、
文
化
や

芸
術
に
も
造
詣
が
深
い
。
一
流
の
音
楽
家
も
い

た
。
ハ
ル
ビ
ン
の
音
楽
家
は
度
々
来
日
し
、
草

創
期
の
日
本
ク
ラ
シ
ッ
ク
界
に
大
き
な
影
響
を

与
え
た
。
大
正
14
年
。
歌
舞
伎
座
で
開
催
さ
れ

た
「
日
露
交
歓
交
響
管
弦
楽
演
奏
会
」
で
は
日

本
人
演
奏
家
と
と
も
に
参
加
し
た
。

　

指
揮
者
は
山や

ま

田だ

耕こ
う

作さ
く

と
近こ

の

衛え

秀ひ
で

麿ま
ろ

。
日
本
人

が
生
で
聴
い
た
初
め
て
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演
奏

だ
っ
た
。
ハ
ル
ビ
ン
楽
団
員
の
中
に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

交
響
楽
団
の
前
身
と
な
る
楽
団
の
指
揮
者
と
な

り
、
日
本
人
音
楽
家
を
育
て
た
者
も
い
た
。

　

６
月
5
日
。
白
河
市
コ
ミ
ネ
ス
交
響
楽
団
の

定
期
演
奏
会
が
開
催
さ
れ
た
。
10
代
か
ら
70
代

ま
で
の
91
人
の
団
員
が
『
カ
ル
メ
ン
』
や
『
新

世
界
』
等
を
堂
々
と
演
奏
。
優
し
く
、
力
強
い

ハ
ー
モ
ニ
ー
に
満
員
の
聴
衆
は
酔
っ
た
。
コ
ミ

ネ
ス
の
整
備
と
共
に
、
市
民
交
響
楽
団
設
立
の

準
備
が
始
ま
る
。
そ
の
道
の
り
は
平
坦
で
は
な

か
っ
た
。
組
織
は
、
指
揮
者
は
、
資
金
は
…
。

だ
が
設
立
に
携
わ
っ
た
方
々
に
は
志
が
あ
っ
た
。

一
つ
一
つ
峠
を
越
え
実
現
に
至
っ
た
。

　

平
成
28
年
10
月
。
フ
ラ
ン
ス
の
ト
ゥ
ー
ル
市

で
、
第
５
回
日
仏
自
治
体
交
流
会
議
が
行
わ
れ

た
。
パ
リ
か
ら
南
西
に
２
４
０
㎞
。
ロ
ワ
ー
ル

川
の
渓
谷
に
点
在
す
る
古
城
と
そ
の
周
辺
は
世

界
遺
産
。
息
を
呑の

む
ほ
ど
美
し
い
ス
テ
ン
ド
グ

ラ
ス
の
大
聖
堂
。
中
世
の
雰
囲
気
が
残
る
街
並

み
。
時
間
が
ゆ
っ
く
り
流
れ
て
い
く
。

　

歓
迎
の
晩ば

ん

餐さ
ん

会
。
市
民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演

奏
が
始
ま
る
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
シ
ャ
ン
ソ

ン
ま
で
。
最
後
の
曲
は
『
さ
く
ら　

さ
く
ら
』。

こ
れ
ぞ
最
高
の
も
て
な
し
！
自
分
た
ち
の
街
に

誇
り
を
持
ち
、
小
さ
な
都
市
に
、
あ
た
り
前
の

よ
う
に
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
が

文
化
大
国
た
る
ゆ
え
ん
だ
。
白
河
に
も
こ
れ
を

創
れ
な
い
だ
ろ
う
か
…
。
こ
の
想
い
が
叶
っ
た
。

加か

藤と
う

登と

紀き

子こ

は
ハ
ル
ビ
ン
生
ま
れ
。
父
、
幸こ

う

四し

郎ろ
う

は
、
ロ
シ
ア
の
専
門
家
を
育
成
す
る
た
め

の
ハ
ル
ビ
ン
学
院
を
出
て
満
鉄
に
就
職
。〝
命
の

ビ
ザ
〞
で
知
ら
れ
る
外
交
官
杉す

ぎ

原は
ら

千ち

畝う
ね

も
同
窓

だ
っ
た
。
ハ
ル
ビ
ン
に
は
指
揮
者
メ
ッ
テ
ル

や
、ス
テ
ー
キ
で
も
お
な
じ
み
の
「
歌
う
俳
優
」

フ
ョ
ー
ド
ル
・
シ
ャ
リ
ア
ピ
ン
も
訪
れ
た
。
母
、

淑と
し

子こ

は
昭
和
10
年
、
シ
ャ
リ
ア
ピ
ン
の
コ
ン

サ
ー
ト
に
い
た
く
感
激
し
た
と
述
べ
て
い
る
。

　

だ
が
白
系
ロ
シ
ア
人
の
音
楽
家
は
、
ソ
連
の

影
響
が
強
ま
る
と
離
散
し
て
い
く
。
解
団
の
危

機
を
幸
四
郎
ら
が
救
っ
た
。
会
員
を
募
り
、
会

費
制
に
し
た
。
不
足
分
は
満
州
国
を
支
配
す
る

関
東
軍
が
資
金
を
提
供
。
昭
和
11
年
。
装
い
も

新
た
に
白
系
ロ
シ
ア
人
を
中
心
と
す
る
「
ハ
ル

ビ
ン
交
響
楽
団
」
が
設
立
さ
れ
た
。

93
歳
ま
で
現
役
指
揮
者
だ
っ
た
朝あ

さ

比ひ

奈な

隆た
か
し

。

京
大
音
楽
部
の
指
導
者
に
な
っ
た
メ
ッ
テ
ル
に

憧
れ
入
学
。
師
の
薫く

ん

陶と
う

を
得
て
プ
ロ
を
目
指
す
。

戦
争
末
期
ハ
ル
ビ
ン
響
で
指
揮
を
執
っ
た
。
団

員
に
、
後
に
ベ
ル
リ
ン
フ
ィ
ル
の
バ
イ
オ
リ
ン

主
席
奏
者
を
務
め
た
ヘ
ル
ム
ー
ト
・
シ
ュ
テ
ル

ン
が
い
た
。
ユ
ダ
ヤ
人
一
家
は
海
外
を
転
々
と

し
、
苦
難
の
末
ハ
ル
ビ
ン
の
ユ
ダ
ヤ
人
共
同
体

に
辿た

ど

り
着
く
。
入
団
時
16
歳
だ
っ
た
。

　

ソ
連
の
満
州
侵
攻
。
命
の
危
機
に
あ
っ
た
朝

比
奈
一
家
を
か
く
ま
っ
た
の
は
朝
鮮
人
の
団
員

だ
っ
た
。
50
年
後
、
シ
ュ
テ
ル
ン
と
朝
比
奈
は

ハ
ル
ビ
ン
で
感
動
の
再
会
を
果
た
し
た
。
音
楽

は
国
境
や
人
種
、
そ
し
て
恩お

ん

讐し
ゅ
う

を
も
越
え
る
。

「
遥は

る

か
な
る
ハ
ル
ビ
ン
交
響
楽
団
」

市長の手控え帖
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